様式第４号（第10条関係）

「とっとり匠の技」活用リモデル事業工事内容確認チェックシ－ト
　鳥取県知事　　　　　　　　様
                              　申請者名　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　
                              　工事監理者名                              　
（又は工事施工者名）    　　                  　   　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　私は、実績報告書の提出に当たり、以下の要件について適合していることを確認しました。
	要件項目
	概　　　要
	確認欄
	備考

	①共通事項
	建築物の権利
	自ら所有の権利を有する又は賃借権若しくは使用貸借による権利を有すること【権利の種別：　　　　　　　　　】
	□
	

	
	改修の規模

（内部改修工事）
	改修する部分の床面積が７平方メートル以上であること
	□
	

	
	施工者
	県内業者に所属する技能士（個人営業の場合は、県内に居住する技能士）がその工事を施工するものであること

【施工業者本拠地　：　　　　　　　　　　　　　　　　】
	□
	

	
	
	一級又は二級技能士であること

【技能士の種別　：　　　　　　　　　　　　　　　】
	□
	

	②伝統技術活用
	共通

事項
	※個別事項のいずれか２つ以上が活用されたものとすること。ただし、見付面積が各要件に規定する面積に２を乗じて得られる数字以上である場合は１以上が活用されたものであればよい。
	□
	

	
	個別事項
	内部改修工事
	建築大工技能
	県産材を使用して、内装造作を手刻み加工により見付面積で７平方メートル以上仕上げたもの

【見付面積：　　　　　　　　㎡】
	□
	

	
	
	
	左官技能
	小舞、木摺り又はせっこうラスボード下地の上に湿式工法により見付面積で７平方メートル以上仕上げたもの。

【見付面積：　　　　　　　　㎡】
	□
	

	
	
	
	建具製作技能
	建具製作技能（木製建具（框戸、格子戸、障子、欄間等）を見付面積で３平方メートル以上使用したもの
	□
	

	
	
	外部改修工事
	建築大工技能
	県産材を使用して見付面積で10平方メートル以上下見板張りとしたもの

【見付面積：　　　　　　　　㎡】
	□
	

	
	
	
	左官技能（外壁）
	小舞、木摺り又はせっこうラスボード下地の上に湿式工法により見付面積で10平方メートル以上仕上げたもの

【見付面積：　　　　　　　　㎡】
	□
	

	
	
	
	左官技能（塀）
	湿式工法によりブロック塀等を見付面積で10平方メートル以上仕上げたもの

【見付面積：　　　　　　　　㎡】
	□
	

	
	
	
	左官技能
（なまこ壁）
	なまこ壁を見付面積で7平方メートル以上仕上げたもの
【見付面積：　　　　　　　　㎡】
	□
	

	
	
	
	左官技能
（こて絵）
	こて絵を見付面積で0.1平方メートル以上仕上げたもの
【見付面積：　　　　　　　　㎡】
	□
	


この表はあくまで概要です。内容の確認に当たっては、「「とっとり匠の技」活用リモデル事業補助金交付要綱」をよくお読みください。
≪記載要領等≫
１．チェックシートの目的

このチェックシートは、申請者（施主）及び工事監理者（建築士法に定める工事監理を行う方をいいます。以下同じ。）（工事監理者がいない場合は工事施工者）の両者が、予定した工事内容について適切に施工されているか自己チェックできるように、適合すべき要件等の概要を示したものです。

２．記入方法

各項目について着工から完成までの間に両者で工事内容を確認し、次のとおり記名・押印してください。

　　（１）工事監理者がいる場合は、申請者と当該工事監理者が連名で記名・押印。

　　（２）工事監理者がいない場合は、申請者と工事施工者（複数の場合は代表者）が連名で記名・押印。

３．提出方法

　　このチェックシートは、「とっとり匠の技」活用リモデル事業補助金実績報告書の添付書類として提出してください。
